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言語研究センター共同研究

EntranceExaminationResearchGroup
入試問題研究グループ

2006年度､本研究グループは入試センターより ることができた｡1月と2月には04年､05年のデー

04年､05年の2年分の入試デ-タ (英語)を得た｡ タの実際の分析を行うために1､2回のミ-ティン

2度のミーティングを開き､2名の新メンバーと以 グを予定している｡その際､特に入試問題中の正

前からのメンバー1名に対し､統計分析ソフトWi 誤判断問題がどのように機能し､意義をもつかに

nstepsを用いるためのデータ処理の方法を指導す 焦点を当てたいと考えている｡
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この研究は､長文テキス トや設問の難易度､特 ある｡本学の志願者の英語力のより確実な評価の

定の問題の難易度と試験全体の信頼度に関して作 ために､本研究グループが入学試験 (英語)結果

間者にフィー ドバックを与えるものとして重要で の分析を続けることは重要な意味を持つと考える｡
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